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研究成果の概要（和文）：胎児期における生育環境が後の疾患感受性に影響を与えるという概念・成人病胎生期発症仮
説（DOHaD)が近年注目されている。我々は、マウスの胎児期における低栄養が行動表現型に与える影響を網羅的表現型
解析、遺伝子発現解析、DNAメチル化の定量を行い検討し、DOHaD仮説の検証を行った。その結果、低タンパク食により
胎児期低栄養状態が再現された。また、離乳後の個体の行動解析を行ったところ、低タンパク食群で行動表現型の差異
が認められた。成獣の脳の遺伝子発現の網羅的解析を行った結果、発現様式に差異が見られ、遺伝子発現とゲノムメチ
ル化の相関を検討したところ、それぞれ遺伝子群において稀だった

研究成果の概要（英文）：The Developmental Origins of Health and Disease:DOHaD paradigm is a concept that i
n utero experiences reprogram an individual for later-in-life risk of diseases. In this study, we conducte
d experiments to validate the DOHaD theory in the developmental disorder with well-controlled experimental
 procedures using mouse model. We provided AIN93G as control diet and low-protein diet (LP) to pre-pregnan
t and pregnant females. After birth, behavioral phenotypes of offspring, gene expression level in brain, a
nd genomic methylation levels in promoters of genes were examined. The offspring which were exposed to mal
nutrition in utero exhibited increased activity in the home cage, decreased contact to novel object, and d
ecreased social investigation. The adult offspring of LP group group exhibited different pattern of mRNA e
xpression and genomic methylation pattern relative to AIN93G group. However, no direct interaction between
 expression levels and methylation levels of genes were detected.
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１．研究開始当初の背景 
胎児期における生育環境が成人した後の
疾患感受性に影響を与えるという概念は成
人病胎生期発症仮説（ Developmental 
Origins of Health and Disease: DOHaD）と
呼ばれ近年注目されている。しかし、疫学調
査による検証はヒトの遺伝的不均一性、生育
環境の統御の困難さから、DOHaDの詳細な
検証に必要な精度の高いデータを得ること
は困難であるため、動物モデルを用いた実験
系で詳細に検討する必要がある。上記の生活
習慣病、二分脊椎症といったドラスティック
に表現型の現れる疾患モデルに関しては適
切なものが既に存在していた。また、胎児期
に低栄養を経験したマウスの肝臓や脂肪組
織等の臓器の DNA におけるメチル化やヒト
における生活習慣病的な表現型の異常と葉
酸添加による改善など、環境と遺伝子の分子
レベルでのエピジェネティックな解析が齧
歯類を用いて既に行われてきた。しかし、胎
児期に低栄養にさらされた動物がヒトの自
閉症や注意欠如多動障害(AD/HD)といった
発達障害や統合失調症などの精神疾患的な
表現型の異常（行動異常）を起こすかどうか
という検討は、「胎児期の低栄養」という視
点では未だ行われていなかった。 
 
２．研究の目的 
上記のとおり、当時未確立であった胎児期
低栄養が行動異常に与えるマウスのモデル
の作製を行うことを主目的とした。さらに、
マウスの胎児期における栄養条件、特に低栄
養が行動表現型に与える影響を、高度に統制
された飼育条件、表現型解析プラットフォー
ム、DNA メチル化の定量を用いて検討し、
発達障害、精神疾患における DOHaD仮説の
検証を目指した。 
 
３．研究の方法 
母体栄養環境が受精前の卵子形成に与える
影響、母マウスの栄養条件が養育環境に与え
る影響を排除するため、採卵、妊娠、養育を
それぞれ別の個体を用いて実験を行った。卵
子を供給するマウス、産仔の養育を行うマウ
スには実験開始 4 週間前から標準飼料
(AIN93G)を与えた。また、実際に妊娠する
マウス（仮親）に関しては、胚移植４週間前
から、標準食(AIN93G)、低栄養食(LP)、低
栄養食に葉酸を付加したもの(LP+FA)を給餌
する。出生したマウスに関しては、行動レベ
ルの表現型解析を行うとともに、エピジェネ
ティックな変化を検討するため、それぞれの
栄養条件で生育した新生仔、成獣の脳やその
肝臓などの臓器のサンプリングを行い、主要
な遺伝子の発現、DNA のメチル化の異常に
関して定量を行った。行動解析としては、次
の通り行った：5週齢: Open-field test(１回
目)、6週齢: Open-field test (2回目)、6週齢:
物体探索試験、7 週齢:社会行動、8-9 週齢: 
Home-cage activity 、 10 週 齢 : 

Light/Dark-transition test 、 11 週 齢 : 
Fear-conditioning test 、 12 週 齢 : Tail 
suspension test。 
 
４．研究成果 
1. 母獣の表現型 
ICR マウス(母獣)と C57BL/6J マウス(仔獣)
を用いて実験を行った結果、妊娠前の母獣の
体重に関しては各群に有意な差は認められ
ず、妊娠後に低タンパク食群(LP)、低タンパ
ク食に葉酸を添加した群(LP+FA)で低下が見
られ(図 1-1)、妊娠前の血中タンパク質、血
中脂質、血糖値などのパラメータに LP 群と
通常食群との間に差がみられた(図 1-2)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1-1：母獣の体重変化 
縦軸：体重(g)、横軸 (移植からの週数) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1-2：母獣の血液生化学結果のヒートマッ
プ。赤色は高値、緑色は低値を示す 
 
2. 仔の表現型 
また、新生仔の体重に関しては LP 群におい
て標準食群と比較して有意に低下しており、
LP+FA群は標準食とLP群の中間的な値となっ
た（図 2-1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2-1: 新生児の体重 
異なるアルファベットは、各群で有意差があ
ることを示す 



 
新生仔の脳における遺伝子発現の変化に関
して顕著な差は見られなかったが、成獣の脳
の遺伝子発現には標準食-低タンパク食群で
明瞭な差が見られた（図 2-2）。離乳後の雄個
体に関して行動表現型解析を行ったところ、
低タンパク食で行動表現型の差異 (物体探
索、社会探索行動の減少)が認められた（表
2-1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図 2-2 成獣の脳における発現アレイ解析 
赤色は高値、緑色は低値を示す 
 
表 2-1 行動解析結果まとめ（ＡＩＮ93Ｇ群と
の比較） 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

前述の遺伝子発現を行うとともに、プロモ

ーター領域におけるゲノムメチル化解析を

行ったところ、低タンパク食群において、

標準食群と異なるパターンが観察された

（胎児期低栄養群でメチル化低下： 198

遺伝子、胎児期低栄養でメチル化増大： 

171遺伝子）。さらに、発現量・ゲノムメチ

ル化に差のあった遺伝子に関して遺伝子ネ

ットワーク解析を、既存のデータベース

DAVID （ The Database 

for Annotation, Visualization and 

Integrated Discovery 

(http://david.abcc.ncifcrf.gov/））を用いて

行ったところ、遺伝子発現に関しては嗅覚

刺激伝達系関連遺伝子を中心に変化が認め

られた。また、メチル化低下遺伝子群に関

しては、いくつかの転写調節関連遺伝子が

抽出された。しかし、発現アレイとメチル

化アレイに関し、それぞれの実験結果にお

いて差のあった遺伝子間に直接的な一致は

見受けられなかった。今後は、発現量に差

のあった遺伝子とメチル化パターンに差の

あった遺伝子間の相互作用を検討する必要

がある。 
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